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緒 言

現在，花壇苗の生産現場では，輸送性が高く大量生産

システムに適しているポリエチレンポット（以下ポリポ

ットと略す）の利用が一般的である．しかし，通常，使

用済みのポリポットは産業廃棄物として処分されるため，

環境問題となっている ．ポリポットを用いない花壇苗生

産方法として，ピートモス ，紙 ，羽毛 や穀物デ

ンプンを含む植物由来の生分解性資材で作成したポッ

ト を用いる方法がある．これらのポットでは，コスト

が高価，育苗中のカビや藻の発生 ，分解途中に生成する

物質による生育抑制 などが問題となっている．また，

生分解性ポットを取り除かず定植する場合，CN 比が高

い素材が用いられていると，分解に伴って窒素飢餓が生

じる可能性が示されている ．さらに，ポリ乳酸系の生分
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解性素材は環境条件によって自然界での分解がきわめて

遅い ．これらの問題は，ポット自体を使用しない花壇

苗（以下ポットレス花壇苗とする）の開発によって解決

できると考えられる．

著者らは，今までに，熱融着性ポリエステル繊維（以

下繊維：ソフィットN720，クラレ社製；安全衛生基準法

に適合）がセル用培地の固化資材として利用できること ，

その開発した固化培地はセル苗の生育や定植後の生育に

影響を及ぼさないことを明らかにした ．この繊維を

用いて培地を固化すれば，ポリポットを用いない花壇苗

生産が可能になると考えられる．そこで，まず，最初に

繊維を添加し固めた固化培地の物理的特性を調査した．

次に，ペチュニアを用いて，ポット用固化培地が花壇苗

の生育に及ぼす影響を調査した．最後に，ポットレスで

栽培する場合には，培地の上面ばかりでなく側面からも

水分が蒸発するため，正常な生育を確保するには従来と

は異なる灌水方法が要求されるだろう．そこで，灌水頻

度および灌水方法がポットレス花壇苗の生育に及ぼす影

響を調査した．

材料および方法

実験 固化培地の物理性と蒸発力との関係

ピートモス：パーライト：バーミキュライトを体積比

３：１：１で混合した培地に，熱融着性ポリエステル繊

維を３ 添加する培地と添加しない培地を設けた．それ

ぞれの培地を９㎝ポリポットにつめ，熱処理した．なお，

ポットあたりにつめる培地量は同量とした．両培地とも，

実験開始時にポリポットを取除く区と取り除かない区を

設けた．

2004年２月３日から２月13日まで毎朝８時に，培地の

重量を測定した後，底面灌水を行った．30分後に培地重

を測定し，飽和含水重とした．前日の飽和含水量との差

を１日あたりの蒸発量とした．以下，すべての実験は自

然日長下で日最低気温10℃以上に加温したビニルハウス

内で行った．

実験 セル用およびポット用固化培地の影響

栄養繁殖性ペチュニア‘ドレスアップライトブルー’を

供試した．2004年３月８日に，PGXに繊維を４ 添加し

て熱処理した固化培地と繊維を添加せず固化していない

培地（無固化培地）を，それぞれ200穴セルトレイ（セル

容量20 ）に詰め，挿し芽した．挿し芽後，５日ごとに

発根率と根鉢形成度を調査した．根鉢形成度は培地の外

側に観察される根鉢の形成程度を５段階（根が培地の全

体を覆っているものを４，２/３以上を３，１/３以上を

２，少しでも培地表面に根が確認できるものを１，確認

できないものを０）にわけ，数値化して求めた．

３月22日に，草丈，葉数，生体重，乾物重を測定した．

同日，実験１と同じ混合培地で作成した固化培地と無固

化培地に発根苗を移植した．それぞれの処理区24個体と

し，24穴 SSトレイで管理した．１日に１回，園試１/３

濃度の液肥で底面灌水を行った．４月28日に生育を調査

した．同日プランターに定植し，定植30日後の生育を調

査した．

実験 ポットレスおよび灌水方法の影響

2004年３月22日に，200穴セル用固化培地（PGXに繊

維を４ 添加して熱処理）で育苗した‘ドレスアップライ

トブルー’発根苗を，下記に示すそれぞれの培地をつめた

９㎝ポリポットに移植した．実験１と同じ混合培地で作

成した固化培地と無固化培地を用い，各培地の半分はポ

リポットを取り除いた．それぞれの処理区24個体とし，

24穴 SSトレイで管理した．１日に１回，園試１/３濃度

の液肥を給液した．灌水方法として底面灌水区と頭上灌

水区を設けた．底面灌水には ebb& flow方式（水位２

㎝，10分間）を採用した．頭上灌水では，育苗期間を15

日ずつ前期と後期にわけ，予備実験で求めたそれぞれの

期間の推定最大水消費量をじょろで頭上灌水する頭上少

量灌水区（１トレイ当たり前期0.75，後期1.2liter）とそ

の２倍量頭上灌水する頭上多量灌水区（前期1.5，後期2.4

liter）の２区とし，合計３区の灌水方法を設けた．その後

の管理および生育調査は実験２と同一であった．

結 果

実験 固化培地の物理性と蒸発力との関係

無固化培地の実験終了時の容積は，実験開始時よりわ

ずかに減少したが，固化培地の容積はほとんど変化しな

かった（データ非掲載）．培地からの減少量の推移をFig.

１に示した．実験期間中は天候に応じて増減はあったも

のの，いずれの処理区も同様に推移した．培地の固化に

よる差はほとんど見られなかった．ポットレス培地の水

減少量はポリポットがある培地の２倍であった．

実験 セル用およびポット用固化培地の影響

培地の固化が発根率，根鉢形成に及ぼす影響をFig.２

後藤丹十郎 他 名 岡山大学農学部学術報告 Vol.

Fig.1  Changes in evaporation from medium.

○; Compacted medium held in pot, ●; Compacted
 

medium without pot,□;Non-compacted medium held
 

in pot,■;Non-compacted medium without pot.
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に示した．挿し芽５日後では発根は確認されなかった．

挿し芽10日後において無固化培地より固化培地で発根率

が20 ほど低かったが，15日後には両区とも発根率が100

に達した．また，根鉢形成度も挿し芽10日後と15日後

では無固化培地より固化培地でわずかに低くかったが，

20日後には両区間にほとんど差は見られなかった．しか

し，無固化培地では根鉢を形成していないと培地は崩れ，

挿し芽20日後においても半数以上の個体で培地が崩れた．

固化培地では発根前でも培地が崩れなかった．鉢上げ時

の草丈，葉数，生体重には培地の固化による差はほとん

ど認められなかった（Table１）．

定植時の草丈，花蕾数，生体重，乾物重にはセル用お

よびポット用培地の固化による有意な差は認められなか

った（Table２）．定植30日後の生育と開花にも処理区間

に有意な差は認められなかった（データ非掲載）．

実験 ポットレスおよび灌水方法の影響

いずれの灌水方法によっても無固化培地ではポットが

ないと培地が崩壊し，特に頭上灌水で崩壊程度が大きか

った．SSトレイあたりの水消費量はポット無区ではポッ

ト有区と比較して水消費量が栽培期間中絶えず100～400

多かった（データ非掲載）．

定植時の生育をTable３に示した．底面灌水区と頭上

多量灌水区では定植時の生育にほとんど違いは認められ

なかった．しかし，頭上少量灌水区では他の灌水区と比

較して生育が抑制され，ポットレスにすることにより生

育が著しく抑制されたが，固化培地では緩和された，本

実験では絶えず液肥を給液したため，培地表面に藻が発

生した．藻の発生は頭上灌水で多く，特に固化培地で多

かった．プランター定植30日後の生育を比較すると，固

化培地やポットレスの影響は特に認められなかったが，

頭上少量灌水区で生育が抑制される傾向が認められた（デ

ータ非掲載）．

考 察

花壇苗用培地では，軽くて持ちやすく輸送しやすいこ

とが要求されている．本実験において，無固化培地と仮

比重をほぼ同じで固化培地を作成した場合，培地の固化

によって，水の蒸発量，水分含有率，１日あたりの水の

減少量に差はほとんど生じなかった．固化培地では仮比

重を自由に変更できる．

無固化培地では根鉢を形成していないと培地は崩れ，

挿し芽20日後においても半数以上の個体で培地が崩れ，

かなり慎重に取り扱う必要があった．固化培地では培地

を固めているため，発根前でも培地が崩れず，粗雑に扱

っても問題は生じなかった．本実験では，固化培地で発

根がわずかに遅れたが，別の実験では，固化培地区の発

根が早い場合があった．他の栄養系植物 においても，

固化培地が発根に影響を及ぼしていないことから，ミス

トの置床場所の影響ではないかと考えている．これまで

February 2006 熱融着性繊維固化ポットレス培地におけるペチュニアの生育

Table 1  Effect of cell medium type on petunia growth at tranplanted to pot

 

Cell medium  Height
(cm)

Leaf number  Fresh weight
(g)

Dry weight
(g)

Compacted  5.28  10.0  0.447  0.074
 

Non-compacted  5.76  10.1  0.516  0.068
 

t-test  NS  NS  NS  NS
 

NS:non-significant ( ＜0.05)

Fig.2  Effect of medium type on rooting rate and root ball
 

formation of petunia.

■;Compacted medium,○;Non-compacted medium
 

Bar;Standard error
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に著者らが実験を行なった植物と同様 ，固化培地は

ペチュニアのその後の生育にも，ほとんど影響を及ぼさ

なかった．蒸発散量が多い夏季から秋季にかけて育苗さ

れる秋植え花壇苗用植物については，パンジーを含め数

種の品種をもちいて実験を行い，固化培地が秋植え花壇

苗用植物の生育に影響を及ぼさないことを確認している ．

ポリポットを用いずに花壇苗を生産する場合，培地の

崩壊が問題となる．いずれの灌水方法によっても無固化

培地ではポットがないと培地が崩壊し，特に頭上灌水で

崩壊程度が大きかった．定植作業も困難で定植作業に時

間を要した．固化培地はポリポットがなくても培地が崩

壊しないため，根鉢を形成していない培地でも，定植作

業が容易で，定植作業時間も短かった．

また，ポットレスにすると，水消費量が変化する．SS

トレイあたりの水消費量はポット無区ではポット有区と

比較して水消費量が栽培期間中絶えず100～400 多かっ

た．これは側面からの水の蒸発によるものだろう．生分

解性ポットにおいても，ポット表面から水分蒸発が起こ

り，乾燥しやすいこと が報告されている．植物体が小さ

いと培地がなかなか乾かないので，過湿になりやすい．

ポットレス培地では乾燥しやすいため，定植直後の過湿

もかなり防げるのではないかと考えられる．また，ポッ

トレス培地では乾燥しやすいため，幼植物に水ストレス

を与えることが容易となる．この特性を利用すれば，適

Table 2  Effect of cell and pot medium type on growth and flowering at 30 days after transplanting
 

Medium
 

Cell  Pot
 

Height
(cm)

Flower number  Fresh weight
(g)

Dry weight
(g)

Compacted  Compacted  15.4  47.0  92.7  9.39
 

Compacted  None  16.6  39.3  102.5  9.69
 

None  Compacted  17.2  43.5  92.1  9.98
 

None  None  17.5  50.5  94.3  10.27
 

Significance
 

Cell medium(CM) NS  NS  NS  NS
 

Pot medium (PM) NS  NS  NS  NS
 

CM×PM  NS  NS  NS  NS
 

NS:non-significant (P＝0.05)

Table 3  Effect of irrigation method,medium type and polyethylene pot on growth at transplanting

 

Irrigation  Medium  Pot  Flower number  Leaf number  Fresh weight
(g)

Dry weight
(g)

Subirrigation  Compacted  Yes  10.4  74.0  18.5  2.05
 

No  10.0  78.0  19.7  2.10
 

None  Yes  11.5  70.3  18.8  1.96
 

No  7.4  74.5  18.1  1.84
 

Double overhead  Compacted  Yes  7.8  73.3  20.8  2.01
 

irrigation  No  10.3  76.0  19.7  1.73
 

None  Yes  11.1  85.0  24.8  2.03
 

No  9.4  77.5  19.5  2.03
 

Normal overhead  Compacted  Yes  11.5  66.5  15.7  2.41
 

irrigation  No  5.4  62.8  9.4  1.83
 

None  Yes  10.4  67.8  16.5  1.20
 

No  1.6  39.0  3.4  0.60
 

Significance
 

Irrigation (I)

Medium (M) NS  NS  NS  NS
 

Pot (P) NS

I ×M  NS  NS

I × P NS

M× P NS

I×M×P  NS  NS  NS  NS
 

NS, , mean non-significant,significant at P＝0.05,0.01
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度な水ストレスによる草丈コントロールが可能になるの

ではないかと考えられる．さらに，生分解性ポットにお

いて，鉢内土壌の温度が低下することが認められている ．

これは，ポット表面からの水の蒸発時に生じる気化熱に

よるものと考えられている．実際の生産現場において，

ポットレス固化培地によって夏越しの困難な植物が夏越

ししたという報告もあり，今後，ポットレスによる培地

温の変化と植物の生育の関係を調査する必要があろう．

以上のように，ポリポットの有無にかかわらず，養水分

管理を適切に行えば，ペチュニアやパンジー の生育に影

響を及ぼさないことが明らかになった．従って，固化培

地を用いたポットレス花壇苗生産は十分実用性があると

考えられた．

しかしながら，ポットレスでは，ポリポットによるウ

ォータースペースの確保が期待できないため，頭上灌水

では水が培地表面を通って流れてしまい灌水効率（培地

に吸収された量/灌水量）が悪くなる．従って，通常の灌

水量では生育が抑制され，本実験の結果から，花壇苗を

ポットレスで正常に生育させるには通常の２倍程度の灌

水が必要と考えられた．ところが，固化培地では，固化

培地に含まれている繊維によって，従来の培地より水の

浸透速度が速い ．また，固化培地はどんな形にでも成型

できる．この特性を利用して，培地にくぼみをつければ，

ウォータースペースを確保できるので，灌水効率が高ま

ることが予想される．今後，培地組成や灌水速度が灌水

効率に及ぼす影響を検討する必要があろう．また，本実

験は春季における結果であるが，水消費量が大きく異な

ることが予想される夏季および冬季における適正な灌水

方法についても今後検討する必要があると考えている．

生分解性ポットでは，栽培中にカビや藻が発生し，大

きな問題となっている ．本実験ではたえず液肥を給液

したため，培地表面に藻が発生した．藻の発生は頭上灌

水で多く，特に固化培地で多かった．これは，繊維によ

る毛細管現象によって，内部から表面に水分が供給され

培地表面がたえず湿っていたためと考えられる．本実験

の範囲内では藻は植物の生育に影響を及ぼさなかったが，

藻があると商品価値が低下する．そこで，藻が繁茂しな

いような養水分管理方法（液肥濃度や施肥頻度）につい

て検討が必要であろう．

摘 要

ポリエチレンポットの廃棄は現在，大きな環境問題に

なっている．ポリポットを用いない花壇苗生産を開発す

るために，まず，熱融着性ポリエステル繊維を利用して

固化した培地の特性を調査した．続いて，この固化培地

における栄養繁殖性ペチュニアの生育を調査した．最後

に，ポリポットを使用せずに栽培する場合，灌水方法が

ペチュニアの生育に及ぼす影響を調査した．

培地からの水蒸発量には培地固化による影響は認めら

れなかった．ポリポットがない培地の水減少量はポリポ

ットがある培地の約２倍であった．

無固化培地では根鉢を形成していないと培地は崩れ，

挿し芽20日後においても半数以上の個体で培地が崩れた．

固化培地では発根前でも培地が崩れなかった．発根およ

び鉢上げ時の草丈，葉数，生体重は培地の固化による差

はほとんど認められなかった．定植時の草丈，花蕾数，

葉数，生体重にはセル用およびポット用培地の固化によ

る有意な差は認められなかった．

無固化培地ではポットがないと培地が崩壊し，特に頭

上灌水で崩壊程度が大きかった．底面灌水区と頭上多量

灌水区では定植時の生育にほとんど違いは認められなか

った．しかし，頭上少量灌水区では生育が抑制され，ポ

ットレスにすることにより生育が著しく抑制されたが，

固化培地で緩和された，

以上の結果，養水分管理を適切に行えば，培地を固め

ても，ポリポットがなくても，ペチュニアの生育に差が

生じないことが明らかになった．また，固化培地は崩れ

ないため，定植作業が容易で，作業時間も短かった．従

って，固化培地を用いたポットレス花壇苗生産は十分実

用性があると考えられた．
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